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篠 原 誠

嵐の大学紛争

この秋は、あまりいい天気がありませんで した。 しか し、今日は、珍 しく恵 まれた好天

の中で、牧口常三郎先生の 『創価教育学体系』発刊70周 年の記念行事が持てます ことを、

共々に喜び合いたいと思います。

今 日、11月18日 を記念 して、第三文明社から 『牧口常三郎 獄中の戦い』(第三文明社

編。宮田幸一監修)が 出版 されました。『牧口常三郎全集』の第十巻には、軍部政府の弾

圧で逮捕 された際の、先生の訊問調書であるとか、獄中からの手紙が収録されていますけ

れど、それをさらに詳細に解説したものであります。非常に貴重なものですから、ぜひお

読みになっていただきたいと思っております。

私は、牧口先生、戸田先生の「創価教育」の伝統 を受け継いで、発展させた創立者、池田

先生によります、我が創価大学の草創期建設の一端について、少々お話をさせていただき

ます。

私は、昭和46年 の開学から16年間、初代の学生部長として創大建設に努力いたしました。

大学がスター トす る直前の時代は、いわゆる「大学紛争」の時期に当たっていました。

日本だけではな く、全世界的にゲバル ト(暴 力)思 想が風靡 して、私の記憶でも、紛争

のない大学は珍 しかったのではないか。至る所で大学構内を壊 したり、学長や学生部長を

つるし上げるという事件が頻発 していました。

東大の教養学部に、女性革命家ローザ ・ルクセンブルクに因んで、ゲバル ト・ローザな

どという女性が登場 し、男子学生を率いて当局追求の先頭に立 ったの も、この時代のこと

です。そして、ついには、東大の安田講堂で有名な立てこもり事件があり、機動隊 と学生

たちとの間で、激 しい攻防戦があったことを記憶されている方 もいらっしゃると思います。

その間、東大は自分の母校でもありますので心配で、何回も足 を運んで様子 を見に行っ
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てお りました。現場 では、手拭いで顔 を覆い、ヘルメ ッ トを被 って、竹竿 とか棍棒 を持 っ

て、色 々な派 閥のメ ンバ ーが対峙 してい ました。その集 団が、次 々に アジ演説 をしてい る

わけです けれ ど、よ く聞いていて も何 を言 わんと して いるのか、なかなか分 らない。

実は、私 だけが分 らなかっただけで なく、社 会全体 で もこの紛争 が一体何 だったの か、

誰 も分 らなかったんですね。 まるで熱病 の如 く、 ヨー ロッパ か ら始 まって、 アメ リカに渡

り、日本 にまで飛び火 して きた。アメ リカではベ トナ ム戦争 に直面 していた時代 です か ら、

学生 たちに とっては切実 な課題 が あったわけです が、 日本の平和 な時代 に、何故 、学生 た

ちが暴れ 回っているのだ ろうか、 と誰 もが戸惑 ったわ けです。

そん な混沌 と した時 に、池田先生 が その本質 を鋭 く喝破 された んです 。それ は「本 来 、

大 学 とい うの は学生 が主 体 なの ではないか」とい う一点 で した。長 い歴 史の 中で、本 来 、

主体であ るべ き学生 が主体ではな くな って、教員 であるとか、研究者 である とか、あるい

は大学 によっては理事者が中心になって しまい、肝心の主体者が片隅に追 いや られ て しま

ってい る。

そうい う現状 を、見抜 いていた学生 たちが、大学 とい うの は、 自分 たちが中心 ではない

のか、 とい う不満 を爆発 させていたんですね。そ うい う風 に見れば、紛争 の本質 が分 るの

だ、 と池田先生 は良 く教 えて下 さい ま した。 その よ うに見極 めた上 で、池 田先 生は 「創価

大学は学生 中心 でいこ う」と大前提 を決 め られたわ けです。

大学運営に「学生参加」を貫 く

そして、開学2年 前の昭和44年5月3日 には、池田先生は次のような講演をされました。

「創価大学は学内の運営に関しても学生参加の原則を実現 し、理想的な学園共同体に して

いきたい」(第32回 「創価学会本部総会」講演会から)

当時、当事者としては誰 も言わなかった「学生参加」ということを鮮明にされたのです。

これは開学後になっての事ですけれども、昭和48年7月15日 の「第二回滝山祭」の折にも、

この講演の精神をそのまま語 られています。

「ともかくも創価大学は、人類の幸福と繁栄、世界の恒久平和をめざし、現代の世界に

先駆 を切って生まれた大学です。学生 を根幹として教授、職員、理事が一体となって21世

紀への船出をしている大学であります。昭和44年 の大学設立の講演のなかで、私はあくま

でも創価大学は学生の側にたってつ くる、学生を守 り育てる、故に学生参加の原則を貫 く

と明確に宣言 しておきました。この宣言だけは、創立者の精神 として、また創価大学の理

想 を実現する不可欠の条件 として決 して忘れないで進んでいっていただきたい」(『創立者
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の語 らい』Vol.186ペ ージ)

これが創価大学 にとって、非常に重要 な柱 となって いるんですね。創価学 園の場合 も当

然、同 じだと思 います けれ ども、特に、大学生 は大人で あるとい う前提 があ るわけですか

ら、大学の研究 は もちろん、大学 運営に関 して も学生参加でい くとい うことで、創価大学

は始 まったわ けです。

ところが、む しろ理事者や教員の側 が、その ことを理 解せ ず、いかに も古 めか しいこと

をや っていた とい う点 があ りま した。 ことに開学1年 後、昭和47年 の ことにな りますが、

「学 費問題」を契機 に学生諸君か ら厳 しい突 き上 げを食い、 「全学協議会」とい うの が出来 ま

した。 これ は、教員、職員、学生 、理事会 、この四者 が集 まりま して、非常 に重要 な問題

につ いて対等 な立場で話 し合 うとい う機 関です。 こうした例 は、当時 として は、 日本では

例 がなかった ようです。

この 「学費問題 」 とい うのは、理事会 が学費 を改定 しよ うと考 えたわけです。色々 な案

を作 って、かな り煮詰め た段階 で学生 自治会 に計 ったわ けです。や は り創立者 か ら「学生

参加」と言われてい るか ら、計 らな くてはい けないだろ う、とい うことで計 ったわけです。

ところが、 自治会か ら猛反対 され ました。「ここまで案件 を煮詰 めて しま って、明 日に

も発表 出来 るような形 に して か ら、相談 したい と言 って も、相 談 にな らないではないか」

とか「我 々が議論す る、参加 す るよちがないで はないか」と1期 生 、2期 生の学生か ら強 く

抗議 され ま した。

それで理事会 も深 く反省 しま した。「学生参加」 とい う意 識 が、学生諸君 に ここまで深

く浸透 してい ることを再認識 し、我 々 として も、 もう一 回最初 か ら検討 し直 そ うと「学 費

改定案」を白紙 撤回 した経緯 があ ります 。結局 、学 費の値 上 げは、3期 生の代 にな ってか

らにな りま した

そ うい うことを契機 と して、世界 中であま り例 のない と言 われ る「全学協議会」が発足 い

た しま した。 これが本学の重要 な機 関になってお ります 。 この ことが、今 日の話 と して一

番大事 なことなんです。

全員が創立者の精神で

それと関連があることですけれど、創立者池田先生の話の中に、「創立者の精神で」とい

う有名なスピーチがあります。池田先生が大学でスピーチされたり、学生と懇談 された内

容 を収めた 『21世紀の潮流』とか 『創立者の語 らい』という本に収録されています。

確かに、草創期当時には、多くの課題がたくさんありました。そう簡単に解決も出来な

い。軌道に乗れば何 とかなるにしても、何事 も最初が難 しいわけです。当初は、創価大学
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が開学す る頃 は、夢 の学 園が出来 るみたいに思われて いた点 もあ りました。 しか し、厳 し

い現実の中で、理想 がそ う簡単 に実現出来 るはず もあ りません。我々 も、色 々な課題 が出

て くるだろ うと予測 は してい ま した が、果 たせ るか な、次 々 と問題 が出て まい りま した。

大学側が良い ことだ と考 えて いて も、学生の側 か らは反対 が出 た りして、教員 、職員 、学

生 、理事会 も何 とな くギクシャク して、なかなか理想の学園の姿 にな りませんで した。

そん な時に、創立者池田先生 が昭和47年 秋の 「第2回 創大祭記念 フェステ ィバ ル」の席で、

学生 に向か って「全員 が創立者 の精神でや って もらいたい」とい う有名 なス ピーチ をされ た

のです。

「創価大学 は、学 園紛争 の火 が もえあがってい るさなかに、新 しい、真の学園 ・教育の場

を現 出すべ き必然性の意味 を含 んで建設 された大学です 。当初 は、昭和48年 に発足 する予

定 だった。 しか し、余 りに も学 園紛争 が激 しく、色 々な意味 を考 えて、昭和46年 に開校 し

た。それ故に、1期 生、2期 生 の諸君 は本来で あるな らば創価大学が ないのに入 って きた

ことになる。 ここに意味があ る。1期 生 、2期 生の諸君 は、 どうか自分た ちが この大学の

創 立者 で あると自覚 を し、本気 になって もらいたい。(略)私 が諸君 に期待す る真心 を汲

み とって、創立者の学生 にな って もらいたい。私は諸 君 を心か ら尊敬 し、また信頼 も して

おります」

学生 だけで な く、本学の全員に向か って言 われた と思い ます。自分 たちが創立者であ る

と自覚 して大学建学 を して もらいたい、 とい うスゴイ内容 だ ったのです。物事の流れ を見

極 めて、それ をど う表現す るか とい うことが非常 に重要 な事だな、 と私 はその時、感 じた

ものです。

このス ピーチを聞いて、全学の雰囲気がガラ リと変わ った ことを、私 は今で も鮮明に覚

えてお ります 。それ までは、何だかんだ と、色 々な部門 を代表 して争 っていたのが、 さっ

と治 まった。「そ うだ。創価大学 は発足 したばか りなんだ。今、創 り始 めたば か りなんだ」

と自覚 を新 たに したのです。

創立 して50年 、100年 も経 った大学 と比較 して 、あれ も無 い とか、 これ も無 い とか、 こ

れ もまだ出来 てない と言 って いるので はな く、自分 たちが今、大学 を創 る主体者 と しての

創立者 と して、無 か ら有 を生ず るよ うに創造 していけば よいのだ と、皆心 か ら納得 したの

です。 これ以後 、本 当に全学の流れがスムーズに行 くようになったのです。

以上 、「学生 が主体 で ある」、 「学生参加の原則 を貫 く」とい うこと、それか ら「全員が創

立者」であ り、全 員で この新 しい大学 を創 ってい くの だ、 とい う画 期的な スピーチ によっ

て、創価 大学は軌 道に乗 り、以後 、約30年 後の今 日まで、着 々と発展 して きた ことを申 し

上 げたいのであ ります 。
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一対一 の触 れ合 いで人材輩 出

これ で終 わると、固い話だけで終 わって しま うので、創立者 と学生諸君 に まつ わ るエ ピ

ソー ドを紹介 しま しょう。

草創期 における2大 イベ ン トとい うの は、ご存 じのよ うに「滝山祭」と「創大 祭」です。今、

「滝 山祭」は少 し、お休み状態 になっています けれ ど も、 「第1回 滝 山祭」は雨 に崇 られ まし

た。大体 、名前が「滝 山」というものですか ら、水 に縁 がある らしくて、よ く降 られ ま した。

時期 的に7月 の半ば ぐらいの開催で 、ち ょうど梅雨の終 わ り時ですか ら、降 るの が当た り

前 なの か も知れ ません。

その歴史 に残 る第1回 の時 、創立者 は奥入瀬川の渓流 の話 をされなが ら、詩 を発表 され

ました。

滝のように 激 しく

滝のように 弛まず

滝のように 恐れず

滝のように 朗らかに

滝のように 堂々と

男は 王者の風格 を持て

「滝 山祭」に因 んで、 「滝」をたたえた詩 だったのです。参加 した学生 たちにとっては、人

生 の大切 な指標 を与 えられ、忘れ得 ぬ思 い出 となってお ります。

昭和48年7月 の「第二回滝山祭」は、2日 間 とも珍 しく晴天で した。初 日の14日 には、焼

煤 と月がキ ャンパ スを照 らし、創立者 は「満 月 も 滝山祭に 笑顔 かな」との句 を詠 んでい

ます。ところが、翌 日には、「名 月に 師弟は きび し 滝山祭」とい う句が残 され てい ます 。

何 が"き び し"な のか、分 らない と思 います が、私は今で も思い出す ことが あるんです。

その夜遅 くなって、残 ってい るメ ンバ ーで お月見 を しよ う、 とい うことに な りま した。

季節的 には秋ではなかったわけです けれ ども、屋上で先生 を中心 に名月鑑賞 をや ったんで

す。 そこで 日本伝統文化研究会 などが集 まって、出席者 たちにお茶 を差 し上げた り したん

です。

その時 に、創 立者 にお茶 を勧めた男子学生がい ました。彼 は着物姿で、静々 と進み出 ま

した。 ところが、先生 は彼 の顔 をご覧 になって、ユ ーモアた っぷ りに「あっ、君 は、 さっ

き体育館 で居眠 りしていたね」と言われ たんです 。あの中央 体育館の大勢の 中で 、 よく先

生 は 目に止 め られたな、 と思 うんです けど、本 人は居眠 り してた らしいんです。恐 ら く、

一61一



篠原 誠

色 々 な準備か何かで くたびれ て、肝心 な時 に寝て しまったのではないで しょうか。先生 は、

その ことをちゃん と覚 えてお られた んですね 。

本人 も頭 を掻 いたので、皆 、大笑 いにな りま した。そ こで先生 は、即 席で 「名 月に 師

弟 はきび し 滝 山祭 」とい う句 を作 って、彼 に下 さったのです。 まさに、草創期か ら麗 し

い一対一の触れ合 いであ り、激励 だったのです。

また 、先生 は授業参観 をされた こともあります 。突 然の参観 で した。いつ も遅れて くる

学生 が、その 日も授業 に遅刻 して行 った ら、見なれない人が後 の席 に座 って いた。 よくよ

く見 た ら、池田先生 だった、 とい うエ ピソー ドが残 っています。

また、眠 って いる自分の肩 を叩 く人が いる。 うるさい と思 って振 り返 った ら、 それ は創

立者 だった、 とい う話 も残 ってい ます。

また、池 田先生 は、寮生 を大事 に、 と言われ全寮 を訪問 されています。寮生 と会食 を さ

れた ことも幾度 もあ ります。

また、創 立者 は、ク ラブ活動 が大事 だ といわれ 、力 をいれていただ きま した。授業 とい

うの は、単位 を取 るために、や むを得ず 出ている場合 もあ りますよね 。 しか し、 クラブの

方 は自分が望んで入 ってや って いるの だから、活動 しなが ら大 いに成 長す るとい うことで、

一つひ とつの クラブを大事 に され ま した。

今 で も精 神 的に も、経 済的 に も応援 され て い ます けれ ど も、 クラブの名称 な ど も「先

生!名 前 を付 けて下 さい」とい う要望 がよ く出 ま した。

そ うい う場合 に、先生 は 自主性 を尊 重 され 、 「自分 たちで付 けな さい」とい う場合 と、

「案 を出 しな さい。い くつ かの案 の中か ら決 めてあげたい」とか、色 々なケースが ありま し

た。要望 が出 され、 その場 でパ ッと付 け られ た場合 もあるんです。私 が、一番覚 えている

の は、あの 「銀嶺合唱団」とい う名称 が決 まった時の ことです。

合唱 団が常時使用 してい る音 楽室 は、教室 か ら離れ たと ころにありますね。そ こで、毎

回、毎 回、行事 がある度 に、合唱 団が 「先生 、音楽室 で合唱 をや ります か ら、ぜひ 、い ら

して下 さい」とご招待 していたんですが 、なかなかそ こまで行かれ るゆ と りはなかったん

です。

そこで私 も考 えて、「音 楽室で ないと効果 が上 が らないか も知れ ないけれ ども、先 生の

い らっ しゃ る所へ 、 こち らか ら行 って歌 っては どうか」と提案 したことがあ ります。 そ う

だ、 そ うだ、 とい うことにな り、3階 の 「天空広場 」で色 々 な行事 があった折 に、合唱団が

押 しか けて、歌 う機会 を作 って もらい ま した。

その時 に「合唱団の名前 を」との お願 いが出ま した。す ると、先生 は西方 にそび える白雪

の富士 を遠 望 され て、 「じゃあ、銀嶺 合唱 団に しよ うか」と、 スパ ッと言 われ たの です。
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「銀嶺」とい う言 葉がす ぐ出て くるの が、如何に も先生 らしい ところですね。詩人 ですね。

こ うい う温 か な触 れ合 いの申で、人材 が着 々と育 って いったんです。この一対一の触れ

合 いこそが、牧口先生 、戸 田先生以来の 「創価教育」の伝統 ではないか、と私 は思 って お り

ます。

世界に「創価教育」の潮流

今や、「創価教育」は世界的な展開になってきています。

ことに今年の8月 には、インドに「創価池田女子大学」というのが出来ましたね。クマナ

ンさんとい う教育者が「創価教育」に感激 して女子大学 を創 られた。また、いよいよ来年5

月には、アメリカ創価大学が出来る。この11月3日 には、アメリカの有名な女子大学であ

る、ウェルズリー大学の代表が来学 され、創立者が「教育変革貢献賞」第一号を受賞 しまし

たね。内容 を聞いてみますと、全米で300以 上の大学が教育変革プロジェク トを推進 して

いるようですが、それに貢献するアメリカ創価大学に期待 を寄せての顕彰だったのです。

開学する前から、アメリカ創価大学の理念に感動 されているわけですね。

来年、創価大学の姉妹校であるアメリカ創価大学が開学すると、世界的な「創価教育」の

流れが確実に出来てくると思います。私たちも、その一翼 を担って前進 して参りたいと思

っている次第でございます。

最後に、今朝発表 された先生の長編詩「創価の旭日 永遠なる師弟の栄光」の創価大学に

関係あるところを読 ませて頂 きます。

時は巡り/昭 和25年(1950年)の/11月16日/秋 晴れの一 日であった。

学会創立20周 年/牧 口先生の7回 忌 を前に/戸 田先生の事業は/最 悪の苦境 にあっ

た/先 生 と私は/日 本大学の食堂へ行き/学 生の賑わう中で/昼 食を取 りながら/語

り合った。

「大作/創 価大学をつくろうな。/こ れが/牧 口先生の悲願だった。

私の健在の うちには/駄 目かもしれない。/大 作、頼むよ。/世 界第一の大学に/し

ようではないか」

以来 満50年/師 匠との約束は/す べて果たした。

明2001年5月3日 には/オ レンジ郡に/ア メリカ創価大学が開学。/栄 光の/「 創

価教育の世紀」が/燦 然と開幕する。
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篠原 誠

以上で私 の拙 いス ピーチを終 わ りといた します 。
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